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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】進行方向を矢印によって表示するのみならず、
表示目的、進行目標、距離等誘導表に必要な案内情報も
合わせて表示し、かつ任意の場所に容易に設置できるの
みならず携帯や収納に場所を取らず、交通事故、災害等
非常事態以外の催事、集会、工事等の日常的にも屋内外
や雨天でも簡便容易に使用できる誘導案内表示具を提供
する。
【解決手段】ヒンジ部８、８’を介して折畳み可能な防
水シート仕様の本体２に、再帰性高輝度反射シート３及
び発光ダイオード４で矢印を連続配置した発光矢印誘導
表示具本体１と、案内情報を記載した表示シートを嵌合
固定具６、６’を用いて任意に組み合わせて表示装置と
し、現場の状況に応じて任意に構成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
折畳み可能な防水シートの表面側に再帰性高輝度反射シートからなる多数個の矢印状標識
片を配置すると共に、該矢印状標識片内には各々多数個の発光ダイオードを一定の間隔を
置いて該矢印状と相似形に設置し、前記シート裏面側には前記発光ダイオードを矢印方向
に順次点滅制御する制御装置と該制御装置の電源を収納する開閉自在な防水収納部を備え
、前記防水シートの上下辺縁部には回動自在に固定された係脱自在な嵌合凹部が複数個配
設されてなることを特徴とする折畳発光矢印誘導表示具。
【請求項２】
折畳み又は巻取り可能な防水シートの表面には表示文字が記載され、該シートの少なくと
も一辺の縁部には係脱自在な嵌合凸部が複数個配設され該嵌合凸部は上記折畳発光矢印誘
導表示具の嵌合凹部に係脱自在に嵌合させることを特徴とする請求項１記載の折畳発光矢
印誘導表示具。
【請求項３】
係脱自在な嵌合凸部の反対側には各々Ｓ字状フック、磁石、吸盤、スナップ付きベルトが
形成されて固定具となし、各々の該嵌合凸部は上記折畳発光矢印誘導表示具の嵌合凹部に
係脱自在に嵌合させることを特徴とする請求項１記載の折畳発光矢印誘導表示具。
【考案の詳細な説明】
【考案の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本考案は、昼夜や明所暗所、屋内外、設置場所、電源の有無を問わず、行路の進行方向
に人や車を誘導する事により予期せぬ事故や混乱を避けるべくあらかじめ設置される誘導
案内表示具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、進行方向を示す誘導具として種々のものが知られている。すなわち反射板で成形
した矢印を硬質板上あるいは巻き取りできる軟質シート上に配置したものや、発光ダイオ
ードを矢印形に複数同方向に並べて別材表面に配置した方向表示用等が知られている。ま
た其れ等の背面には複数の磁石や吸盤が配置され、壁や設置物に吸着あるいは磁着させる
事によって案内表示とするもの等がある。しかしながら上記の表示用具は、いずれも矢印
のみの表示であり、矢印の方向性をもって進行方向を表示あるいは暗示するものであり、
表示目的、進行目標、進行距離、表示期間や時間等の行動案内に関する関連情報は何一つ
表示していないという問題点を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【参考文献１】
意登第１１５０９９３号公報
【参考文献２】
実登第３０４２５５１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的はこのような従来型矢印案内表示具の難点を解消するものであり、すなわ
ち屋内外や明暗あるいは晴雨等の天候に拘わり無く任意の場所に設置して不特定多数の人
々に左右上下あるいは任意の角度等の行動方向のみならず案内情報も合わせて自由に表示
設定できる発光矢印誘導表示具を提供することにある。単に進行方向を表示するのみなら
ず必要に応じて案内情報を記載した案内表示シートを連結あるいは分離させる事ができる
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事、また状況に応じて矢印本体や表示シートを複数連結させる事、あるいは設置場所の仕
様条件に応じて連結固定具を選択して適切に設置固定出来、かつ容易に取外し可能である
。このように専用工具や取付具を準備する事なく、任意の場所に容易に設置できるのみな
らず、折畳み式であるので携帯や収納、保持が容易で収納場所をとらずかつ防水仕様であ
るので雨天や事故で濡れた状態であっても容易に使用できる等、工事、催事のみならず交
通事故や災害時に至る広範囲の使用者の使用条件を考慮した安全かつ簡易であり効果の確
実な誘導表示具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の考案によれば、本表示具は本体素材が防水性を有するシート状素材で
あり、素材全体が折畳み可能な可撓性を有するあるいは任意な部位に折畳み部を有し該本
体の一方の面には再帰性高輝度反射シートからなる多数個の矢印状表示片が配置されてい
る。該反射シートからなる表示片上には多数個の発光ダイオードが該矢印と相似形を成す
ように配設されている。さらに本表示具本体の他方の面には上記発光ダイオードを矢印方
向に順次点滅制御する電子制御装置および該制御装置を駆動する電源を収納および取出し
自在の防水開閉部を有する収納部が形成されている。さらに本表示具本体の上下辺縁部近
傍には嵌合凹部を有する接続部が各々回動自在に複数個配設構成することにより課題を解
決している。
【０００６】
　すなわち前記発光矢印誘導案内表示具本体の持つ可撓性を利用してあるいは該本体に設
定してある折畳みヒンジ部に従って任意の大きさに折畳んである本体を展開し、再帰性反
射シートからなる矢印および発光ダイオードが配設されている方の面を案内表示面として
、誘導方向に矢印方向を合わせてから該本体表面に設定してある電源スイッチを投入する
ことにより前記発光ダイオードは順次点滅発光することにより誘導方向を表示するもので
ある。暗所あるいは暗夜においては複数の矢印状に配設された発光ダイオードの点滅によ
り進行方向が明確に表示される。また本案内表示具に外部から光が当てられると本具表面
に配設された再帰性高輝度反射シートが矢印形状に反射するので発光ダイオ－ドの点滅と
共により明確に進行方向を表示するものであり、雨天あるいは水蒸気等の水分の多い状態
であっても安全かつ容易に進行方向を案内表示できるものである。
【０００７】
　請求項２に記載の考案によれば、巻取りあるいは折畳み可能な防水シ－トの表面には案
内表示文字が記載され案内情報を詳細に表示した案内表示シートとして機能させ、また該
表示シートの少なくとも一辺縁には請求項１に記載の矢印案内表示具の辺縁部に配設され
てなる連結具に対応する位置に嵌合連結具が複数個配設されているので、該矢印案内表示
具本体に容易に着脱が可能であり、通行者に対して明確な誘導表示を行なえることを特徴
としている。
【０００８】
　請求項３に記載の考案によれば、請求項１および請求項２記載の嵌合連結具に対応する
各々独立した連結具において、該連結具の反対側には各々Ｓ字状フック、磁石、吸盤、ス
ナップ付ベルト等の固定具が形成されている。従って請求項１記載の矢印誘導表示具ある
いは請求項２記載の表示シート各々の辺縁部に配設された連結具に上記の連結具を独立的
に選択して嵌合着脱が可能であり、上記矢印誘導表示具本体あるいは上記表示シートもし
くは上記表示シートを連結した矢印誘導表示具を上記連結具を介して任意の設置物に容易
に固定設置を行なえることを特徴としている。
【考案の効果】
【０００９】
　上述のように本考案の折畳発光矢印具は、請求項１記載の折畳発光矢印誘導具及び請求
項２記載の案内情報表示シート及び請求項３記載の連結固定具から構成される誘導案内表
示装置であり、通行者に対して適切な通行案内情報を迅速適確に提示して事故時災害時あ
るいは不案内な状況における二重事故の未然防止や情報不足による混乱を予防することが
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できるものである。すなわち本具は折畳み状態で少ない容積にして通常は収納あるいは携
帯し、必要に応じて展開、電源スイッチ投入により即座に発光矢印方向に通行者を誘導で
きるものである。本具の設置方法は現場の壁や設置物に上記連結固定具を介して取付ける
ものであるが、例えば自転車や自動車、折畳スタンド等を臨時に設置して連結固定具を介
して迅速に設置として簡便かつ極めて効果的である。
【００１０】
　また請求項２における案内情報表示シートは、想定できる状況毎に予め印刷表示してお
けば発生した状況毎に選択して発光矢印誘導具に連結するだけで迅速適確に情報提供でき
るものである。また上記表示シ－トは素材が防水シートであるので油性筆記具で補助的情
報を現場で追加することも極めて容易である。このように本具は構成部品を適宜組合わせ
状況に応じて通行者あるいは視認者に必要な情報を表示しながら行動方向を誘導表示する
為に極めて有効であり、事故時や災害時等の非常時のみならず例えば催事や集会時におけ
る誘導案内等にも適切に使用する事ができる等、日常生活においても簡便かつ極めて効果
的である。
【実施例】
【００１１】
　以下、添付図面に従って一実施例を説明する。［第１図］によって説明すると本図は展
開した状態を示す折畳発光矢印誘導表示具本体の正面図である。本例においては本体表面
側及び裏面側の各々表層には塩化ビニールシートを使用し中芯材として硬質板を分割配置
した後に表面及び裏面の二層の四周を高周波溶着したものである。内挿した硬質板の分離
部分を折畳みヒンジ部として形成し、本体表面側には矢印状に切断した塩化ビニール素材
の再帰性高輝度反射シートを併置して本体表面に高周波溶着したものである。前記矢印状
の再帰性高輝度反射シート上の略中心線上には複数の発光ダイオードを凸設し該ダイオー
ド周囲は高周波溶着し、同様に本体表面側には電源スイッチを凸設している。また［第２
図］に示すように本体裏面には収納部が配設され防水開閉口を有し、発光ダイオードの点
滅制御盤及び電源バッテリーを収納する。また本体の上下辺縁部には凹部連結具が回動自
在に各々軸着されているので本体矢印の設置方向は左右上下の向きのみならず矢印を傾斜
させた状態であっても容易に固定設置が可能である。
【００１２】
［第９図］によって説明すると本図は展開した状態を示す案内表示シートの正面図である
。本例においては本シート素材は塩化ビニールであり、シート上下辺縁部には凸部連結具
が回動自在に各々軸着され、シート表面には表示文字が印刷されている。表示文字は再帰
性高輝度反射シートで製作されても良く、シート両面が各々別の表示がなされても良くま
た油性筆記具で記入する事も自由である。
【００１３】
［第１０図］から［第１３図］によって説明すると本図は凸部連結具の反対側に各々別種
の設置用固定具を取り付けたものであり、すなわちＳ状フック、磁石、スナップ付きベル
ト、吸盤の事例であり本誘導表示具を取り付ける場所に応じて使い分けるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の展開状態を示す正面図である。
【図２】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の展開状態を示す背面図である。
【図３】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の展開状態を示す平面図である。
【図４】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の展開状態を示す右側面図である。
【図５】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の折畳状態を示す正面図である。
【図６】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の折畳状態を示す平面図である。
【図７】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の折畳状態を示す背面図である。
【図８】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の折畳状態を示す左側面図である。
【図９】本考案実施例の案内表示シートの展開状態を示す正面図である。
【図１０】本考案実施例のＳ字フック状連結固定具を示す正面図である。
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【図１１】本考案実施例の磁石状連結固定具を示す正面図である。
【図１２】本考案実施例のホック付きベルト状連結固定具を示す正面図である。
【図１３】本考案実施例の吸盤状連結固定具を示す正面図である。
【図１４】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体と案内表示シート及びＳ字フック
状連結固定具を嵌合した連結状態を示す正面図である。
【図１５】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の使用状態を示す正面図である。
【図１６】［図１５］の部分拡大図である。
【図１７】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の別途使用状態を示す正面図であ
る。
【図１８】［図１７］の部分拡大図である。
【図１９】本考案実施例の折畳発光矢印誘導表示具本体の別途使用状態を示す正面図であ
る。
【符号の説明】
【００１５】
１　　「折畳発光矢印誘導案内表示具」本体
２　　防水シート
２’　防水シート
３　　再帰性高輝度反射材シート
４　　発光ダイオードレンズ
５　　電源スイッチ
６　　係脱自在凹部連結具
６’　係脱自在凹部連結具
７　　連結具取付回動ピン
７’　連結具取付回動ピン
８　　折畳ヒンジ部
８’　折畳ヒンジ部
９　　電源回路及び電池収納ポケット部
１０　取出開閉部
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【図１９】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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